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Results obtained by chemicalanalysis and statisticaltreatmcntJon commercialcanned  

Orange julCe Samples are as follows：  

Age：  9～25TnOnths old（after manufacturing）  

Vacuu†Ⅵ： 40．5±1．6cl11ノ／Hg．  

Tin content：98±20ppm．   

Therefore，itis safe to say that thereis no canned orangcJulCe On the market with  

OVer150ppm（the allowance of the standard of the Food Sanitation Low）of tin dissoIved  

in the product．  

要  

我々が調査したオレンジジュース缶詰試料につき，化学分析及び統計処理を行った詰果を要約  

すると，製造後9ケ月～25ケ月の缶詰が購入され，その窮空度ほ．40．5±1．6cm／Hgであり，こ  

れら缶詰のスズの含有量は，98±20ppm．であった．   

即ち，現在市販されているオレンジジュース缶詰は，食品衛生法の規格限界の150ppm．を越  

えた缶詰は，殆ど市販されていないと云って良い．  

1．諸  

穀近オレンジジュース缶詰中のスズの含有量が，二食品衛生法の規格限界である150ppm．を越え  

た缶詰もあるとの報告（註1）があった．   

オレンジジュース缶詰中のスズの含有量については，既に，数年前にもその実態調査（註2）  
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を行ったことがあるが，再凰我々自身消費者的な立場となって，大阪を中心とした食品の販売  

店で，オレンジジュース缶詰を購入し，これを製造日附別，製造工場別に分類して，前報と同様・  

主としてポーラログラフによるスズの分析（註2）を行った結果を報告する．  

2．試料購入  

缶詰試料の購入に当って，販売店には全くその目的を説明せずに，あくまで消費者的立場よ  

り，百貨店2店，スーパーマーケット3店，小売店5店を各2～4名のグループで廻り，同一製  

造日附群を5缶宛．合計糾缶を購入したが，製造日こ附の古い缶詰の購入にほ多大の困難を伴い，  

あまり古い缶詰は，予想した程も入手することは出来なかった．  

これら一連の記録をTablelに示した．  

3．調  査   

調査1 購入価格   

購入価格は，一缶19円から40円にまで広がっていた．又購入後価格の不明のものもあったので  

これらは計算から除外した．  

その平均価格n＝12群  

標本平均 j＝「㌃（19十24・・十40）＝35・0（円）  

不偏分散一㍉＝孟岬十242…＋402－12×352）＝48・3  

∴〃＝6．2  

t値＝2，20  α＝0．05  

之より   

＝4．1  
／‘×  t′  n－1  

即ち，信頼限界95％で   

購入価格  35．0±4．1円であった．   

調査2  製造後の経過日数   

購入した缶詰試料を，昭和40年8月31日現在を基準として，製造後の経過日数を求めると，そ  

の平均数伯は．  

n＝13群  

吏＝17．3   

即ち．経過日数，17．3±8．1ケ月であった．  

調査3   缶材仕様   

殆どの缶詰の使用ブリキ材は，End Top共ETブリキが使用されており．一部の缶詰のEnd  

にHDブリキを併用した缶詰もあった．  

調査4  真空度  
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缶詰の裏空度は，貯蔵中に僅かづつであるが那ヒする（既報）が、今回の調査では，市蔽品を購  

入しての調査である為，製造時の真空度は知る  

ことが出来ないので，一応の目安として．26  

Cm／Hgを規準として判定すると，真空度の低  

下したと思われる缶詰が2点存在した．そ中平  

均数値は  

n＝＝64  

鳶＝40．53  

即ち，琵空度は  

40．53±1．6cm／Hgであぅた．   

このHistogranlを求めると，Fig．1となる．  
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4．測  定   

測定1 内容重塩，其他  
FiglHistogramof vacuum ofcanned  

Scft Drink on the rnarket．  

J－200号缶詰試料中の内容重畳は，一応200  

gが保持されていた．   

pH値  3．0～3．5  地変 10～15％  

即ち，僅かにメーカーによる羞はあったが，特に例外的なものは試料中には含まれていない・（人  

甘使用品等は省いた）   

又，鉄の測定については，かレソフェナンスロリン法で行ったが，特に異常と思われる試料は  

存在しなかった．   

その平均数値は，  n＝64  

j＝1．4  

即ち，鉄の含有壷は，  1．4±0．3ppln．であった．  

測定2  スズの含有量   

試料ジュース申のスズの分析は，既報と同様，ポーラログラフ法で行った，   

その結果，食品衛生法の規格限界である150ppm．を越えた缶詰が3点存在した．   

その平均数億は，  

n＝＝64  

j＝98．0  

即ち，スズの含有量は，  98．0±20．1ppm．であった．   

又．この数値は，既報（註2）の  

1l＝80  

ぶ＝104．4ppm．  

の値とよく似た値であり，今回の調査法果も殆ど変っていない．  
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今回の測定結果のHistogl－amを求める七Fig．2のようになる．  
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Fig・3 Numbersofsarnplcand tin contents  

at variotlSSelling price．  

測定3 スズの含有量別の試料数其地  坪札   

店頭に見受けられるオレンジジュース缶  

詰は，Fig・3で明らかなように，販売価  

格40円の缶詰が多い．   

又，この一群の缶詰のスズの含有畠は70  

～90pp肌 程度のものが多いが，廉売され  

ている缶詰中にスズの含有鼠が多いとは云  

い切れない．   

測定4 スズの含有量とその縫時別及  

び真空度   

缶蓋の刻印を基準にして，製造年次刑と  

スズの含有量を比較して見ると，Fig．4の  

ようになり，昭和40年皮製品のスズの含有  

量が90ppm程度であるが，2年前に製造さ  

れた缶詰中には，120ppm．程度と，スズの  

含有量は多い．  
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Fig・4 Tincontentand vacuumof callned  

SoftDrinkatvariouspackedtinle．  

同様に缶内の真空度も・新しい缶詰の真空度は高く，古い缶詰の真空度は低い値を示してい  

る．  
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Tablel Cut．outtestofcannedsoftdrinksonlhemarket  

「コ lリ  

ヽ■．■  ○  
∈ コ  

qj ・E a む  毒害  

し ぷ    し■ コ U  

；コ  

⊂  qJ U  

l育  rJ 1〉 ∈ 亡電  ■■■■      ．墟   
仁  qJ e．  

U l■ コ  

〔弓 ∽   〔〕   
t沌   ：⊃ U 再 ＞・  「コ （守 qJ r■l 田  l＿ 再 b8 コ 凹  l＝ P  芦   

ET  43  10．5  13．4  0．1  86   

1  40  40  ロ   ′′  43  9．5  13．4  0．2  74   

3  6  8  40    ′′  44  11．0  13．4  0．2  86   

4  19  30   200  〝  44  11．0  13．4  0．1  77   

5  ′′   45  12．0  13．4  0．2  94   

ET  47  

6 7  40  40  ロ  ′′   47   

8   24  13．0  

9  12  30  200  ′′    202．0  3．30   1   

10  ′′  T  205．0  3．30   ；：喜l   

ET  ±  202．5  2．98   42  1l．0  14．6  1．1  153  

11 12  40  40  ロ  ′′  ＋  200．5  2．98   44  12．0  14．6  2．5  136   
U  

13  6  8  35  ∽  40  8．5  14．4  1．2  136   

14  9  30  200  円  ′′  ＋  205．0  3．00   42  9，5  14．4  1．4  125   

15  む   ′′  ＋  285．5  3．00   40  9．5  14．0  2．4  133   

Ll  く弓  
a  ETETET      271．5  2．95   39  8，5  13．8  1．9  55   

16  40  40  ロ  ′′    ノ′    ′′      268．0  2．95   43  9．5  13．8  1．6  56   

18  3  8  亘  40  271．0  2．98   40  9．0  14．0  1．8  51   

19  2  30  250  〝    ′′    〝      270．0  2．98   41  9．0  14．0  2．0  50   

20  〝    ′′    ′′      270．0  2．98   41  9．0  14．0  

ETETET    ⊥  200．5  3．32   14．3  

21  39  40  ロ  ′′    ′′    〝    ±  203．5  3．32   45  10．0  14．3  2．1  68   

23  12  8  40  47  1l．5  14．3  2．9  90   

24  16  30  200  〝    ノ′    ′′    ±  204．0  3．32   45  10．0  14．4  1．2  73   

25  ′′    ′′    ′′    ±  199．5  3．32   49  12．0  14．5  1．4  77   

l 

26   ET  40  9．0  13．4  0．8  136   
39  40  ロ  

27  ′′   35  8．5  13．5  0．7  114   

2る  ロ  8  40  33  7．0  13．8  1．0  108   

200  
′′  39  9．0  13．9  1．7  112   

30  ′′   29  7．5  13．5  0．8  113   

31  39  HDHDET    T  203．5  3．61   42  11．0  13．0  0．4    87   

4040 
1  

ロ  q ○  ノ′    〝    〝      19g．0  3．61   45  12．5  13．0  1．2    104   

33    9    焉  35  〝    ノ／    ′′    ±  202．0  3．56   42  11．0  13．0  0．5    95   

′ノ     ′′     ′′    円  199．0  3．55   50  12．0  13．0  1．5    99   

35  30  3ヰ  23 ＆  9  200  も〉 ゝ．■                                            くく  ′′    ′′    ′′    ＝と  204．5  3．55   42  10．0  13．0  0．6    80   
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5．結  

我々が調査したオレンジジュース年譜64点につき，化学分析及びその統計処錘を行った結果を  

考察すると，一般に市販されているオレンジジュース缶詰は製造後9～25ケ月経過しており，そ  

の真空度は39一－49cm／Hgであり．スズの含有量は78～118ppm．であった．   

又，製造年次の古い缶詰はスズ由含有量も多く，真空度も劣化している．   

今期の調査患果と昭36年皮に行った結果は非常によく似ており，再確認し得た．  
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